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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第３四半期連結
累計期間

第48期
第３四半期連結
累計期間

第47期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　12月31日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　12月31日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 (百万円) 31,875 33,012 42,226

経常利益 (百万円) 3,859 3,192 4,775

親会社株主に帰属する四半期（当期）

純利益
(百万円) 2,632 2,148 3,147

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 3,461 1,769 4,169

純資産額 (百万円) 32,967 34,368 33,685

総資産額 (百万円) 40,170 41,560 41,004

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 46.79 38.17 55.93

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 81.5 82.1 81.6

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 2,051 3,103 3,627

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △1,636 △2,084 △2,513

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △742 △1,082 △744

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
(百万円) 10,768 11,276 11,474

 

回次
第47期

第３四半期連結
会計期間

第48期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成26年
　10月１日
至平成26年
　12月31日

自平成27年
　10月１日
至平成27年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 15.10 9.64

　（注）１ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２ 売上高には、消費税等は含んでおりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載して

おりません。

４　四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

５ 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年9月13日）等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国は緩やかな回復基調で推移し、欧州においても底堅く推移

いたしましたが、中国や新興国においては、成長スピードが鈍化し、全体では先行き不透明な状況で推移いたしま

した。

　わが国経済においては、企業収益や雇用情勢が改善するなど、全体としては緩やかな回復基調の中で推移いたし

ました。

　このような状況下、当社グループは、国内においては、緩やかな景気回復を受け、主要顧客先であるＩＴ関連業

種（半導体・液晶、自動組立機械、電機電子）向けが堅調に推移したことに加え、カスタム部品/商品の大口件名が

寄与し、国内売上高は18,999百万円（前年同期比3.5％増）となりました。一方、海外においては、中国向け売上高

はスマートフォン製造設備関連向けの需要減により成長は鈍化いたしましたが、その他地域での売上高が伸長し、

海外売上高は14,013百万円（同3.7％増）となりました。

　なお、売上高は増加いたしましたが、パナソニック デバイスＳＵＮＸ竜野株式会社における新棟関連費用及びパ

ナソニック デバイスＳＵＮＸタイ株式会社の生産立上げ費用、また、将来を見据えた生産設備増強投資を実施した

ことにより、減益となりました。

　以上の結果、売上高は33,012百万円（同3.6％増）、営業利益は3,071百万円（同13.0％減）、経常利益は3,192百

万円（同17.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,148百万円（同18.4％減）となりました。

 

セグメント別の状況

・センシングコントロール事業（ＦＡ用センサ、ＰＬＣ、プログラマブル表示器等）

　　国内においては、ＦＡ用センサ、ＰＬＣがＩＴ関連向けに売上高が増加いたしました。一方、海外において

は、中国での成長が鈍化いたしましたが、その他地域での売上高が伸長し、前年並みで推移いたしました。その

結果、センシングコントロール事業の売上高は20,239百万円（同1.8％増）となりました。なお、将来を見据え

た生産設備増強投資を実施したことなどにより、セグメント利益は3,963百万円（同1.6％減）となりました。

・プロセッシング機器事業（レーザマーカ、画像処理機、紫外線硬化装置等）

　　国内においては、ＩＴ関連向けが堅調に推移し売上高は前年並みとなりました。一方、海外においては、中

国・アジア向けにレーザマーカの売上高が伸長いたしました。その結果、プロセッシング機器事業の売上高は

7,361百万円（同4.4％増）となりました。なお、研究開発費の増加などにより、セグメント利益は506百万円

（同19.8％減）となりました。

・Ｅｃｏ・カスタム事業（エコ関連商品、カスタム部品、カスタム商品等）

　　国内においては、カスタム部品/商品の大口件名が寄与し売上高が増加いたしました。海外においては、エコ

関連商品の売上高が伸長いたしました。その結果、Eco・カスタム事業の売上高は5,412百万円（同9.6％増）と

なりました。なお、エコ関連商品及びカスタム部品/商品を主に取り扱っているパナソニック デバイスＳＵＮＸ

竜野株式会社における新棟関連費用発生に伴い、セグメント損失は4百万円（前年同期はセグメント利益166百万

円）となりました。
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(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は前連結会計年度末に比べ556百万円増加し、41,560百万円と

なりました。この主な要因は下記のとおりであります。

（流動資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は前連結会計年度末に比べ375百万円減少し、28,528百万円

となりました。主な内容は売掛債権が681百万円減少したことによるものです。

（固定資産）

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は前連結会計年度末に比べ930百万円増加し、13,031百万円

となりました。主な内容はパナソニック デバイスＳＵＮＸ竜野株式会社における新棟等の有形固定資産が947百万

円増加したことによるものです。

（流動負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は前連結会計年度末に比べ173百万円増加し、6,050百万円

となりました。主な内容は未払法人税が463百万円減少したことによるものです。

（固定負債）

　当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は前連結会計年度末に比べ300百万円減少し、1,141百万円

となりました。主な内容は退職給付に係る負債が265百万円減少したことによるものです。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は前連結会計年度末に比べ683百万円増加し、34,368百万円と

なりました。主な内容は親会社株主に帰属する四半期純利益2,148百万円による増加と、配当金の支払1,069百万円

の減少等によります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況の分析

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、以下に記載のキャッシュ・フローにより11,276百

万円となり、前連結会計年度末に比べ197百万円減少いたしました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益3,194百万円、仕入債務の増加による資金の増

加897百万円を計上する一方、たな卸資産の増加による資金の減少522百万円等がありました。この結果、営業活動

によるキャッシュ・フローは3,103百万円となり前年同四半期に比べ1,052百万円収入が増加いたしました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出2,128百万円等により2,084百万円の支出

となり前年同四半期に比べ448百万円支出が増加いたしました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額1,082百万円等により1,082百万円の支出となり、前年同

四半期に比べ340百万円支出が増加いたしました。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2,253百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 101,560,000

計 101,560,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年２月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 56,457,898 56,457,898

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

単元株式数　100株

計 56,457,898 56,457,898 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

　平成27年10月１日～

　平成27年12月31日
－ 56,457 － 3,155 － 6,825

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 　 184,100
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 56,264,000 562,640 ―

単元未満株式 普通株式　　　9,798 ― ―

発行済株式総数 56,457,898 ― ―

総株主の議決権 ― 562,640 ―

　（注）1「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が 1,000株（議決権10個）含ま

れております。

　     2 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式82株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

パナソニック デバイスＳＵＮＸ㈱

愛知県春日井市牛山町

2431-１
184,100 － 184,100 0.33

計 ― 184,100 － 184,100 0.33

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,689 5,138

受取手形及び売掛金 4,455 3,774

商品及び製品 2,342 2,417

仕掛品 603 560

原材料及び貯蔵品 2,500 2,896

預け金 11,784 12,138

その他 1,536 1,609

貸倒引当金 △9 △6

流動資産合計 28,903 28,528

固定資産   

有形固定資産   

土地 3,827 3,827

その他（純額） 6,671 7,618

有形固定資産合計 10,499 11,446

無形固定資産 952 941

投資その他の資産 649 644

固定資産合計 12,101 13,031

資産合計 41,004 41,560

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,620 2,969

電子記録債務 － 516

未払金 1,127 787

未払費用 639 736

未払法人税等 573 110

賞与引当金 843 507

その他 72 423

流動負債合計 5,877 6,050

固定負債   

退職給付に係る負債 1,406 1,141

その他 34 －

固定負債合計 1,441 1,141

負債合計 7,319 7,192

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,155 3,155

資本剰余金 10,534 10,534

利益剰余金 18,370 19,449

自己株式 △64 △64

株主資本合計 31,995 33,074

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 64 32

繰延ヘッジ損益 － 0

為替換算調整勘定 1,407 1,098

退職給付に係る調整累計額 △22 △74

その他の包括利益累計額合計 1,449 1,056

非支配株主持分 239 236

純資産合計 33,685 34,368

負債純資産合計 41,004 41,560
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 31,875 33,012

売上原価 22,009 23,489

売上総利益 9,866 9,523

販売費及び一般管理費 6,337 6,451

営業利益 3,528 3,071

営業外収益   

受取利息 65 78

受取配当金 2 2

受取地代家賃 27 26

為替差益 225 12

その他 16 5

営業外収益合計 337 125

営業外費用   

不動産賃貸費用 3 3

その他 3 1

営業外費用合計 6 4

経常利益 3,859 3,192

特別利益   

投資有価証券売却益 － 64

固定資産売却益 8 0

特別利益合計 8 64

特別損失   

固定資産除却損 5 61

特別損失合計 5 61

税金等調整前四半期純利益 3,862 3,194

法人税、住民税及び事業税 942 774

法人税等調整額 262 247

法人税等合計 1,204 1,022

四半期純利益 2,657 2,172

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,632 2,148

非支配株主に帰属する四半期純利益 25 24

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2 △31

繰延ヘッジ損益 － 0

為替換算調整勘定 784 △319

退職給付に係る調整額 17 △51

その他の包括利益合計 803 △403

四半期包括利益 3,461 1,769

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,405 1,755

非支配株主に係る四半期包括利益 56 14
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,862 3,194

減価償却費 977 1,157

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △242 △341

賞与引当金の増減額（△は減少） △302 △334

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △2

受取利息及び受取配当金 △67 △81

為替差損益（△は益） △115 △51

投資有価証券売却損益（△は益） － △64

有形固定資産除売却損益（△は益） △3 61

売上債権の増減額（△は増加） 483 641

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,209 △522

仕入債務の増減額（△は減少） △77 897

未払金の増減額（△は減少） △59 △200

その他 △52 △119

小計 3,190 4,235

利息及び配当金の受取額 67 81

法人税等の支払額 △1,206 △1,212

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,051 3,103

投資活動によるキャッシュ・フロー   

預け金の預入による支出 △6,000 △6,000

預け金の払戻による収入 6,000 6,000

有形固定資産の取得による支出 △1,145 △2,128

有形固定資産の売却による収入 15 202

無形固定資産の取得による支出 △506 △237

投資有価証券の売却による収入 － 79

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,636 △2,084

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △729 △1,065

非支配株主への配当金の支払額 △12 △17

財務活動によるキャッシュ・フロー △742 △1,082

現金及び現金同等物に係る換算差額 560 △133

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 234 △197

現金及び現金同等物の期首残高 10,533 11,474

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 10,768 ※ 11,276
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成

25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支

配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び

前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※   現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

現金及び預金 5,216百万円 5,138百万円

預け金 11,551 12,138

預入期間が３ヶ月超の預け金 △6,000 △6,000

現金及び現金同等物 10,768 11,276

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年４月24日

取締役会
普通株式 393 7 平成26年３月31日 平成26年５月30日  利益剰余金

平成26年10月27日

取締役会
普通株式 337 6 平成26年９月30日 平成26年11月28日  利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月８日

取締役会
普通株式 562 10 平成27年３月31日 平成27年５月29日  利益剰余金

平成27年10月27日

取締役会
普通株式 506 9 平成27年９月30日 平成27年11月27日  利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 
センシング
コントロール

プロセッシング
機器

Ｅｃｏ・
カスタム

合計

売上高     

外部顧客への売上高 19,885 7,053 4,936 31,875

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － －

計 19,885 7,053 4,936 31,875

セグメント利益 4,027 631 166 4,824

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 4,824  

全社費用（注１） △1,340  

調整額（注２） 44  

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 3,528  

（注１）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（注２）調整額は、主に報告セグメントが負担する一般管理費の配賦差異であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 
センシング
コントロール

プロセッシング
機器

Ｅｃｏ・
カスタム

合計

売上高     

外部顧客への売上高 20,239 7,361 5,412 33,012

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － －

計 20,239 7,361 5,412 33,012

セグメント利益又は損失

（△）
3,963 506 △4 4,465

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 4,465  

全社費用（注１） △1,443  

調整額（注２） 50  

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 3,071  

（注１）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（注２）調整額は、主に報告セグメントが負担する一般管理費の配賦差異であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 46円79銭 38円17銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万円） 2,632 2,148

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
2,632 2,148

普通株式の期中平均株式数（千株） 56,274 56,273

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

平成27年10月27日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ)　中間配当による配当金の総額 506百万円

(ロ)　１株当たりの金額 9円00銭

(ハ)　支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成27年11月27日

    （注）平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成28年２月８日
 

パナソニック デバイスＳＵＮＸ株式会社  

 

取締役会　御中   

 

 有限責任監査法人　トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大西　康弘　　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 池田　賢重　　 ㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパナソニック デ
バイスＳＵＮＸ株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成
27年10月１日から平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）
に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッ
シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠
して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パナソニック デバイスＳＵＮＸ株式会社及び連結子会社の平成27年
12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況
を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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